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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第２四半期
連結累計期間

第14期
第２四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自　2016年３月１日
至　2016年８月31日

自　2017年３月１日
至　2017年８月31日

自　2016年３月１日
至　2017年２月28日

売上高 （百万円） 29,213 28,291 67,624

経常利益又は経常損失(△) （百万円） △2,442 △2,169 150

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純損失(△)
（百万円） △2,925 △1,956 △595

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △3,024 △2,379 191

純資産額 （百万円） 21,694 22,530 24,909

総資産額 （百万円） 39,733 37,336 40,674

１株当たり

四半期(当期)純損失金額(△)
（円） △28.93 △19.35 △5.89

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.6 60.3 61.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,851 △217 △256

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △135 △429 △178

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,348 △52 △88

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
（百万円） 8,243 7,712 8,404

 

回次
第13期

第２四半期
連結会計期間

第14期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2016年６月１日
至　2016年８月31日

自　2017年６月１日
至　2017年８月31日

１株当たり

四半期純損失金額(△)
（円） △23.97 △22.51

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失が計上され

ている回次は記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。

 

（衣服等繊維製品関連事業）

　第１四半期連結会計期間において、上海麗娜時装有限公司及び南通麗娜服装有限公司は出資金を全部売却したた

め、連結の範囲から除外しております。

 

EDINET提出書類

株式会社レナウン(E00616)

四半期報告書

 3/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間（2017年３月１日から2017年８月31日まで）におけるわが国経済は、企業収益や雇用

環境の改善などを背景に景気は緩やかな回復基調が続きましたが、欧米の政治的リスクやアジアにおける地政学的

リスクの高まりなどにより、先行き不透明な状況となっております。

　当アパレル・ファッション業界におきましては、衣料品に関する消費者の節約志向は依然として根強く、総じて

厳しい状況が続きました。

　このような経営環境の中、当社グループは「中期経営基本方針」に基づき、「提供価値・提供手法の磨き上げに

よる持続的成長」、「収益性アップと社会的課題への取組みによる企業価値向上」に取り組んでまいりました。

　当第２四半期連結累計期間につきましては、ＧＭＳやショッピングセンター、Ｅコマースにおける販売は堅調に

推移したものの、主力販路である百貨店向け販売が苦戦したこと、また、前期に実施した連結子会社の株式会社ジ

ブ・リテイリングの株式売却に伴い同社が連結対象から外れたことなどにより、売上高は前年同四半期に比べ減少

しました。一方、在庫内容の改善が図れたことに伴い、値引き率の見直しを実行し、売上高総利益率が改善しまし

た。加えて、営業損失及び経常損失を計上していた前述子会社が連結対象から外れたことなどにより、営業利益及

び経常利益は前年同四半期に比べ改善しました。また、関係会社出資金売却益を計上したことなどにより、親会社

株主に帰属する四半期純利益も前年同四半期に比べ改善しました。

　この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は282億９千１百万円（前年同四半期比3.2％

減）、営業損失は23億１千５百万円（前年同四半期は25億７千４百万円の営業損失）、経常損失は21億６千９百万

円（前年同四半期は24億４千２百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は19億５千６百万円（前

年同四半期は29億２千５百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて33億３千８百万円減少し、373億３千６百

万円となりました。これは、受取手形及び売掛金の減少等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて９億５千８百万円減少し、148億６百万円となりました。これは、流動負債

（その他）の減少等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて23億７千９百万円減少し、225億３千万円となりました。これは、親会社

株主に帰属する四半期純損失の計上に伴う利益剰余金の減少等によるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて６億９千１百万円減少し、77億１千２百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金は、税金等調整前四半期純損失が18億４千５百万円とな

り、売上債権の減少による増加及びその他の流動資産の減少による増加、並びにたな卸資産の増加による減少等に

より、２億１千７百万円の減少（前年同四半期は28億５千１百万円の減少）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金は、出資金の払込による支出及び連結の範囲の変更を伴

う関係会社出資金の売却による収入等により、４億２千９百万円の減少（前年同四半期は１億３千５百万円の減

少）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金は、リース債務の返済による支出等により、５千２百万

円の減少（前年同四半期は23億４千８百万円の増加）となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 320,000,000

計 320,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)

（2017年８月31日）

提出日現在
発行数(株)

（2017年10月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 101,307,449 101,307,449
東京証券取引所

(市場第一部)
単元株式数は100株であります。

計 101,307,449 101,307,449 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2017年８月31日 － 101,307,449 － 18,471 － 7,217
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（６）【大株主の状況】

  2017年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

SHANDONG RUYI SCIENCE &

TECHNOLOGY GROUP CO.,LTD.

(山東如意科技集団有限公司)

(常任代理人ＳＭＢＣ日興証券株

式会社)

RUYI INDUSTRIAL PARK HIGH-TECH ZONE JINING

CITY, SHANDONG PROVINCE, CHINA

(中国山東省済寧市高新区如意工業園)

(東京都江東区木場１丁目５－55深川ギャザリ

ア ウェスト１棟)

333,333 32.90

JINING RUYI INVESTMENT

CO.,LTD.

(済寧如意投資有限公司)

 

(常任代理人ＳＭＢＣ日興証券株

式会社)

HIGH-TEC DISTRICT 327 NATIONAL ROAD RUYI

INDUSTRIAL PARK, JINING, SHANGDONG, CHINA

(中国山東省済寧高新区327国道北側・如意工業

園区内)

(東京都江東区木場１丁目５－55深川ギャザリ

ア ウェスト１棟)

203,596 20.09

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 17,855 1.76

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(信託口５)
東京都中央区晴海１丁目８－11 10,448 1.03

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(信託口２)
東京都中央区晴海１丁目８－11 7,183 0.70

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(信託口１)
東京都中央区晴海１丁目８－11 5,731 0.56

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD

AC ISG (FE-AC)

(常任代理人株式会社三菱東京UFJ

銀行)

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET LONDON

EC4A 2BB UNITED KINGDOM

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１決済事業

部)

5,646 0.55

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社(信託口)
東京都中央区晴海１丁目８－11 4,724 0.46

BARCLAYS BANK PLC A/C CLIENT

SEGREGATED A/C PB CAYMAN

CLIENTS

(常任代理人バークレイズ証券株

式会社)

1 CHURCHILL PLACE LONDON E14 5HP

 

 

(東京都港区六本木６丁目10番１号)

 

4,720 0.46

大和証券株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目９番１号 4,684 0.46

計 － 597,921 59.02

（注）１　所有株式数は、百株未満を切り捨てて表示しております。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

３　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の信託業務に係る株式数については、当社として把握すること

ができないため記載しておりません。

４　JINING RUYI INVESTMENT CO.,LTD.(済寧如意投資有限公司)は、2017年９月15日にSHANDONG RUYI

INTERNATIONAL FASHION INDUSTRY INVESTMENT HOLDING CO.,LTD.(山東如意国際時尚産業投資控股有限公司)

に社名を変更しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2017年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

176,300

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

100,690,900
1,006,909 －

単元未満株式
普通株式

440,249
－ －

発行済株式総数 101,307,449 － －

総株主の議決権 － 1,006,909 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が40株含まれております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己保有株式が次のとおり含まれております。

　　　自己保有株式　株式会社レナウン　43株

 

②【自己株式等】

2017年８月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社レナウン

東京都江東区有明三丁目

６番11号TFTビル東館６階
176,300 － 176,300 0.17

計 － 176,300 － 176,300 0.17

（注）１　このほか、株主名簿上は旧株式会社レナウン名義となっていますが、実質的に所有していない株式が当第２

四半期末現在100株あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含めております。

２　発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2017年６月１日から2017

年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2017年３月１日から2017年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2017年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,647 8,951

受取手形及び売掛金 13,607 11,253

有価証券 24 25

商品及び製品 5,955 6,535

仕掛品 468 698

原材料及び貯蔵品 499 467

その他 4,631 3,293

貸倒引当金 △68 △68

流動資産合計 34,764 31,157

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,399 7,152

減価償却累計額 △6,650 △6,413

建物及び構築物（純額） 748 739

機械装置及び運搬具 1,291 824

減価償却累計額 △1,084 △694

機械装置及び運搬具（純額） 206 129

土地 962 962

その他 2,877 2,833

減価償却累計額 △2,412 △2,383

その他（純額） 465 449

有形固定資産合計 2,382 2,280

無形固定資産   

その他 600 478

無形固定資産合計 600 478

投資その他の資産   

投資有価証券 386 294

差入保証金 2,090 2,027

繰延税金資産 14 13

その他 493 1,174

貸倒引当金 △57 △90

投資その他の資産合計 2,927 3,420

固定資産合計 5,910 6,179

資産合計 40,674 37,336
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2017年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,438 4,362

短期借入金 85 80

未払費用 2,558 2,416

未払法人税等 301 379

繰延税金負債 73 4

返品調整引当金 876 557

賞与引当金 92 133

その他 538 210

流動負債合計 8,963 8,144

固定負債   

繰延税金負債 1 2

役員退職慰労引当金 19 22

退職給付に係る負債 5,903 5,776

その他 876 861

固定負債合計 6,801 6,662

負債合計 15,765 14,806

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,471 18,471

資本剰余金 23,257 23,257

利益剰余金 △16,870 △18,826

自己株式 △127 △127

株主資本合計 24,730 22,773

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 - △77

繰延ヘッジ損益 165 11

為替換算調整勘定 320 95

退職給付に係る調整累計額 △306 △272

その他の包括利益累計額合計 179 △243

純資産合計 24,909 22,530

負債純資産合計 40,674 37,336
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2016年３月１日
　至　2016年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2017年３月１日
　至　2017年８月31日)

売上高 29,213 28,291

売上原価 16,427 15,050

売上総利益 12,785 13,240

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,870 1,966

貸倒引当金繰入額 3 29

従業員給料 7,052 6,956

賞与引当金繰入額 80 117

退職給付費用 145 166

役員退職慰労引当金繰入額 3 2

福利厚生費 1,510 1,547

その他 4,694 4,769

販売費及び一般管理費合計 15,360 15,556

営業損失（△） △2,574 △2,315

営業外収益   

受取利息 7 4

受取配当金 0 3

受取地代家賃 171 168

その他 53 45

営業外収益合計 233 221

営業外費用   

支払利息 7 3

持分法による投資損失 28 9

外国源泉税 0 34

その他 64 28

営業外費用合計 101 76

経常損失（△） △2,442 △2,169

特別利益   

関係会社出資金売却益 - 323

特別利益合計 - 323

特別損失   

減損損失 3 -

災害による損失 10 -

投資有価証券評価損 317 -

その他 15 -

特別損失合計 346 -

税金等調整前四半期純損失（△） △2,789 △1,845

法人税、住民税及び事業税 136 110

法人税等調整額 △0 △0

法人税等合計 136 110

四半期純損失（△） △2,925 △1,956

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,925 △1,956
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2016年３月１日
　至　2016年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2017年３月１日
　至　2017年８月31日)

四半期純損失（△） △2,925 △1,956

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 180 △77

繰延ヘッジ損益 △138 △154

為替換算調整勘定 △109 △215

退職給付に係る調整額 11 33

持分法適用会社に対する持分相当額 △43 △9

その他の包括利益合計 △99 △423

四半期包括利益 △3,024 △2,379

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,025 △2,379

非支配株主に係る四半期包括利益 0 -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2016年３月１日
　至　2016年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2017年３月１日
　至　2017年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,789 △1,845

減価償却費 298 283

減損損失 3 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） 28 32

受取利息及び受取配当金 △7 △7

支払利息 7 3

固定資産除却損 2 6

持分法による投資損益（△は益） 28 9

投資有価証券評価損益（△は益） 317 -

関係会社出資金売却損益（△は益） - △323

賞与引当金の増減額（△は減少） 3 40

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △80 △95

売上債権の増減額（△は増加） 5,264 2,332

たな卸資産の増減額（△は増加） △759 △945

仕入債務の増減額（△は減少） △824 △57

その他の流動資産の増減額（△は増加） △3,870 1,104

その他の流動負債の増減額（△は減少） △422 △671

その他 149 8

小計 △2,649 △125

利息及び配当金の受取額 10 12

利息の支払額 △7 △3

法人税等の支払額 △205 △101

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,851 △217

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △607 △607

定期預金の払戻による収入 615 612

有形固定資産の取得による支出 △193 △175

無形固定資産の取得による支出 △6 △37

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の

売却による支出
△2 -

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の

売却による収入
- 422

出資金の払込による支出 - △659

貸付けによる支出 △54 △46

貸付金の回収による収入 73 58

その他 41 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △135 △429

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,393 △5

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △44 △47

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,348 △52

現金及び現金同等物に係る換算差額 △78 8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △717 △691

現金及び現金同等物の期首残高 8,960 8,404

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 8,243 ※１ 7,712
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間において、上海麗娜時装有限公司及び南通麗娜服装有限公司は出資金を全部売却した

ため、連結の範囲から除外しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　2016年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　連結会社以外の会社について、従業員の退職時に発生する支払債務に対して、債務保証を行っております。

　なお、当社が下記の会社の親会社であった期間に係る債務を保証するものであります。

 
前連結会計年度

（2017年２月28日）
当第２四半期連結会計期間

（2017年８月31日）

南通麗娜服装有限公司 －百万円 158百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年３月１日
至　2016年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年３月１日
至　2017年８月31日）

現金及び預金勘定 9,628百万円 8,951百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,385百万円 △1,239百万円

現金及び現金同等物 8,243百万円 7,712百万円

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2016年３月１日　至　2016年８月31日）

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2017年３月１日　至　2017年８月31日）

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　2016年３月１日　至　2016年８月31日）

　当社グループは、衣服等繊維製品関連事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2017年３月１日　至　2017年８月31日）

　当社グループは、衣服等繊維製品関連事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2016年３月１日
至　2016年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2017年３月１日
至　2017年８月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △28円93銭 △19円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）
△2,925 △1,956

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失金額（△）（百万円）
△2,925 △1,956

普通株式の期中平均株式数（株） 101,134,232 101,131,860

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社レナウン(E00616)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2017年10月13日

株式会社レナウン

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安永　千尋　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社レナウ

ンの2017年３月１日から2018年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2017年６月１日から2017年８月

31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2017年３月１日から2017年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レナウン及び連結子会社の2017年８月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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